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NPO法人緑サポート八王子【既存HPのワードプレス移行】

平成19年8月東京都から認可を得た特定非営利活動法人で、

八王子大谷緑地保全地域で活動している「八大緑遊会」を母

体に「戸吹北森を守る会」および「池の沢に蛍を増やす会」

の３団体で構成されています。各団体構成員は、東京都また

は八王子市環境学習リーダー講座修了生および八王子市里山

サポーター育成講座修了生が主体になっています。

メンバー
役員：１１名
会員 八 大：４０名

戸吹北：３５名
池の沢：１５名

緑サポート八王子とは



活動実績

1)里出保全体験事業(計8回)

2)里山保全講習事業(計13回)

3)自然環境体験学習事業(計12回)

4)緑地保全支援事業(計2回)

5)普及啓発事業

行政や富士ゼロックス・東京エイドセンター・

損保ジャパン日本興亜などの企業ともパートナー

シップを組んで、自然保護･保全活動を進めています。

http://www.midorisupport-hachioji.org/



NPO法人 緑サポート八王子【既存HPのワードプレス移行】

 団体ニーズ

現行のHPは旧式で、専門知識のある人しかメンテ更新がし辛い

状況にあり、傘下の団体を含めてもっと新鮮な情報を発信できる

ようにしたい。

 取り組み

活動予定期間：6月30日～10月1日

メンバー：1名（現役1名）

 活動期間と態勢

スタート時点では、これを機会にHPの構成や内容も一新しようとした

経緯もありましたが、当該団体の傘下の複数団体にも関係したり、

時間的な面からの団体の意向もあって、１名のワーカーの指導の下、

メンバーの手で簡単に更新できるワードプレスへの移行を図りました。



 効 果

従来は年間２～３回しか
更新できていなかったの
が、２ケ月あまりだけでも
１０回以上に上り、しかも
複数のメンバーが関われ

るようになってきました。

 特記事項

ワーカーさんの提案で、団体・ワーカー募集の際、より伝わりやすい
テーマを絞った相談会を３月に開催することを計画しています。

（自分たちの手で更新できるようになったホームページ）

「団体に満足してもらった
充実感が、１５年前の創業
時の高揚感を

呼び戻してくれた」と語る
ワーカーさん



NPO法人 しあわせのたね【課題整理と商品開発】

「知的障害、精神的障害を持っている方たちの支援を通し、

むしろ 障害を生かして、たくましく生きていく。共に生きる」を

目的とした就労支援B型施設を運営しています。

メンバー 役員：２名 会員：１０名

 「しあわせのたね」とは



https://www.facebook.com/happytanecafe

■ 活動内容

就労支援B型施設として、

次のような活動をしています。

1. 「たねカフェ」の運営（事業収入の主力）

2. ミニコミ紙（ショッパー）のポスティング

3. 手芸品の製作販売（生地在庫あり）

4. その他



 団体ニーズ

 チームの取り組み

 活動期間と態勢

チームメンバー：3名（シニア１名＋現役２名）

活動期間 ：7月8日～9月28日

商品開発の検討の様子です

施設利用の拡大、八王子産織物を使った新

製品の開発、フロアの有効利用、施設利用

者の労賃のアップなど沢山ある課題の整理

と、団体の強みを発揮するための計画立案

を支援していただきたい。

NPO法人 しあわせのたね【課題整理と商品開発】

最大のテーマである課題の整理は、様々な条件を完全にクリア

するまでには至りませんでしたが、作業環境の改善（整理整頓）

を中心に、生地など在庫を活かした幾つかの製品開発を提案さ

せて頂くことが出来ました。



 効 果
ワーカーからの様々なアイデアに新たな気づきを感じて頂けました。

また、課題整理を話し合う過程で、利用者さんの時給を改善された

ため、より良い雰囲気が生まれて、将来的には利用者増に繋がる

ように思われます。

団体のミッション「知的障害・精神的障害を持っている方たちの支援

を通し、むしろ 障害を活かして、たくましく生きていく。共に生きる」を

プロボノワーカー側から聞き出したことは大きな意義がありましたが、

次のステップが必要かも知れません。

 特記事項
作業手順の見直しや商品の検討もしました




